
●
一
般
会
計
　
市
の
運
営
の
基
本

的
な
経
費
を
計
上
す
る
会
計

●
特
別
会
計
　
特
定
の
事
業
を
行

う
場
合
に
一
般
会
計
と
区
別
し
て

経
理
す
る
会
計
。
市
に
は
五
つ
の

特
別
会
計
が
あ
り
ま
す

●
市
税
　
市
民
税
や
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
市
に
納
め

ら
れ
た
税
金

●
地
方
交
付
税
　
地
方
公
共
団
体

が
等
し
く
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
一
定
の

基
準
に
よ
り
国
か
ら
配
分
さ
れ
た

お
金

●
国
庫
支
出
金
　
市
が
実
施
す
る

特
定
の
事
業
に
対
し
、
国
か
ら
交

付
さ
れ
た
お
金

●
市
債
　
市
が
行
う
公
共
事
業
な

ど
の
財
源
と
し
て
、
国
な
ど
か
ら

借
り
た
お
金

　
予
算
の
こ
と
を
広
報
ふ
く
つ

５
月
号
で
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、今
度
は
決
算
で
す
か
。決
算
っ

て
ど
ん
な
も
の
な
ん
で
す
か
。

　
決
算
は
、
年
度
の
始
ま
り
の

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１

年
間
に
、
市
の
収
入
が
ど
れ
く
ら
い

あ
っ
て
ど
の
よ
う
に
お
金
を
使
っ
た
か

を
数
字
で
表
し
た
も
の
よ
。
家
庭
で
言

え
ば
、
１
年
間
家
計
簿
を
つ
け
た
結
果

み
た
い
な
も
の
ね
。

　
な
る
ほ
ど
。
で
は
、
昨
年

度
福
津
市
の
お
金
が
ど
の
よ

う
に
動
い
た
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
ず
は
歳
入
の
グ
ラ
フ
を

見
て
。
市
の
収
入
に
は
独
自

で
調
達
す
る
自
主
財
源
と
、
国
や
県
か

ら
も
ら
う
依
存
財
源
が
あ
る
の
。
大
き

な
割
合
を
占
め
る
の
が
市
税
の
27
・

６
％
、
地
方
交
付
税
の
24
・
９
％
ね
。

歳
入
は
前
年
度
か
ら
４
・
１
％
増
だ
っ

た
わ
。
主
な
要
因
は
、
市
債
と
国
庫
支

出
金
の
対
象
と
な
る
事
業
が
多
か
っ
た

こ
と
で
、
市
債
が
30
・
７
％
、
国
庫
支

出
金
が
11
・
１
％
増
加
し
た
こ
と
ね
。

そ
れ
と
、
割
合
は
小
さ
い
け
れ
ど
、
寄

附
金
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
お
か
げ
で
２

４
４
０
・
７
％
の
大
幅
増
だ
っ
た
の
よ
。

福間太郎
　新規採用職
員。市役所の
仕事を勉強中

津屋崎花子
　市財政課職
員。予算の編
成などを担当
している

て
ど
ん
な
も
の
な
ん
で
す
か
。

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１

年
間
に
、
市
の
収
入
が
ど
れ
く
ら
い

う
に
動
い
た
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

で
調
達
す
る
自
主
財
源
と
、
国
や
県
か

５
月
号
で
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、今
度
は
決
算
で
す
か
。決
算
っ

津屋崎花子 福間太郎

み
た
い
な
も
の
ね
。

う
に
動
い
た
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

213億
5,787万4千円

207億
9,465万7千円

207億
9,465万7千円

市税
58億9,567万4千円
27.6%

扶助費
48億37万4千円
23.1%

人件費
27億9,025万5千円
13.4%

人件費
27億9,025万5千円
13.4%

物件費
27億6,104万7千円
13.3%

繰出金
27億4,915万5千円
13.2%

普通建設事業費
24億2,619万3千円

11.7%

民生費
81億1,654万5千円
39.0%

総務費
29億9,284万1千円
14.4%

衛生費
23億449万2千円

11.1%

教育費
22億5,941万6千円

10.9%

公債費
19億1,815万8千円

9.2%

土木費
18億3,097万3千円

8.8%
補助費等

23億5,710万3千円
11.3%

公債費
19億1,815万8千円

9.2%

地方交付税
53億1,721万3千円
24.9%

国庫支出金
32億2,138万4千円

15.1%

県支出金
14億2,037万2千円

6.6%
市債

20億4,132万7千円
9.6%

繰入金 1億7,310万円 0.8％
分担金及び負担金
2億8,241万6千円 1.3％
地方譲与税 
1億9,211万7千円 0.9％
その他 6億8,601万4千円 3.2％

諸収入 
2億3,677万9千円 1.1％
地方消費税交付金
9億5,586万3千円 4.5％
使用料及び手数料
3億4,435万7千円 1.6％
繰越金 
5億9,125万8千円 2.8％

積立金 6億6,279万3千円 3.2％
維持補修費 1億5,905万円 0.7％
投資及び出資金 1億3,551万3千円 0.7％
貸付金 3,500万円 0.2％
災害復旧費 1万6千円 0.0％

消防費 
6億5,184万1千円 3.1％
農林水産業費
3億1,316万7千円 1.5％
その他
4億722万4千円 2.0％

一 般 会 計 歳 入特 別 会 計

性質別目的別

区　分
歳入
歳出
差引
歳入
歳出
差引
歳入
歳出
差引
歳入
歳出
差引
歳入
歳出
差引

国民健康
保険事業

後期高齢者
医療事業

介護保険
事業

公共下水道
事業

住宅新築資金等
貸付事業

80億3,201万8千円
80億2,500万4千円

701万4千円
8億8,578万7千円
8億7,679万2千円

899万5千円
44億981万円

43億3,703万2千円
7,277万8千円

33億45万3千円
32億6,176万1千円

3,869万2千円
1,236万9千円

549万円
687万9千円

決算額

　
平
成
27
年
度一般
会
計
決
算
及
び
五
つ
の
特
別
会
計
決
算
が
、
９
月

議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。一般
会
計
は
歳
入
が
２
１
３
億
５
７
８
７

万
４
千
円
、
歳
出
が
２
０
７
億
９
４
６
５
万
７
千
円
で
、
形
式
収
支
は

５
億
６
３
２
１
万
７
千
円
の
黒
字
で
し
た
。
ま
た
、
形
式
収
支
か
ら

翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
事
業
の
費
用
６
１
１
８
万
９
千
円
を
差
し

引
い
た
実
質
収
支
は
５
億
２
０
２
万
８
千
円
の
黒
字
で
し
た
。
今
月

は
、
こ
の
決
算
額
か
ら
福
津
市
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
市
財
政
課
職
員
の
花
子
さ
ん
と
新

規
採
用
職
員
の
太
郎
さ
ん
に
、
平
成
27
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
説
明

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

〜
平
成
27
年
度
決
算
を

　
　
　
　
　
　報
告
し
ま
す
〜

歳
入
、歳
出
と
も

前
年
度
よ
り
増
加

数
字
で
見
る

平
成
27
年
度
の

ま
ち
づ
く
り
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小・中学校施設大規模改造事業
　日蒔野地区の児童数の増加に対応するため、福間
南小学校の校舎増築工事を行いました。また、津屋
崎中学校体育館では吊天
井の耐震化のための改修
工事を行い、福間小学校
では教室棟の耐力度調査
を行いました。

小学校給食施設整備事業
　福間南小学校の給食室増築工事、厨房備品等の整
備を行いました。

認可保育所定数確保事業
　市立保育所の定数増加に対応するため、大和保育
所の改修工事を行いました。また、新設保育所の整
備費に対する補助を行いました。

ＪＲ福間駅東口駐輪場整備事業
　ＪＲ福間駅さいごう口側に、公共交通機関の利用が
円滑にでき利用者が安心して預けることができるよ
う、収容台数 651台の駐輪場の整備を行いました。

庁舎統合整備事業
　庁舎統合に向け
て、福間庁舎の改
修や増築棟の工事
を行いました。

世界遺産登録活動・周知事業
　「『神宿る島』宗像・沖ノ島と関連遺産群」が世界
文化遺産登録の国内推薦に決定されたことを受け、１
月にユネスコへ推薦書の提出を行いました。また、
各種イベントでのパンフレット配布や広報紙での折り
込みチラシ配布、市内の事業者に協力をもらいＰＲの
ぼりを掲出するなどの周知活動を行いました。

消防団装備充実化事業
　「消防団を中核とした地域防災力の充実化に関する
法律」が施行されたことを受け、特定小電力トランシー
バーと車載型受令機・移動系無線の配備を行いました。

津屋崎庁舎再生整備事業
　庁舎統合後の津屋崎庁舎を、市民生活の拠点とな
りにぎわいを生む複合施設として再生整備するため、
平成 26 年度に引き続き基本設計を行うとともに、実
施設計を行いました。

福津ブランド戦略事業
　市の認知度・知名度向上のため、統一的な地域ブ
ランド化に取り
組みました。ＲＫＢ
ラジオ番組での
PR 活動（年 24
回）、ＪＲ博多駅や
大型店舗などで
のイベントの開
催を行いました。

指標から見る
財 政 状 況

つり

ちゅうぼう
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そ
れ
で
は
、
実
際
に
ど
ん
な
こ

と
に
お
金
が
使
わ
れ
た
ん
で
す
か
。

　
歳
出
の
話
に
入
る
わ
ね
。
目

的
別
の
グ
ラ
フ
は
総
務
費
、
民

生
費
な
ど
の
使
う
目
的
で
分
け
た
も
の

で
、
性
質
別
の
グ
ラ
フ
は
人
件
費
、
扶

助
費
な
ど
の
性
質
で
分
け
た
も
の
よ
。

歳
出
は
前
年
度
に
比
べ
４
・
３
％
増
だ

っ
た
わ
。
建
設
事
業
費
の
減
少
な
ど
に

伴
い
土
木
費
は
36
・
４
％
減
だ
っ
た
け

れ
ど
、
総
務
費
は
庁
舎
統
合
整
備
事
業

や
基
金
へ
の
積
立
金
の
増
加
に
伴
い

45
・
８
％
の
増
、
教
育
費
が
福
間
南
小

の
校
舎
や
給
食
室
の
増
築
工
事
、
津
屋

崎
中
学
校
体
育
館
の
改
修
工
事
な
ど
で

19
・
４
％
の
増
だ
っ
た
こ
と
が
、
全
体

で
前
年
度
よ
り
増
加
し
た
主
な
要
因
ね
。

性
質
別
で
見
る
と
、
大
き
な
割
合
を
占

め
る
の
が
私
立
保
育
所
運
営
委
託
料
や

生
活
保
護
費
な
ど
の
扶
助
費
で
11
・
５

％
の
増
、
人
件
費
で
２
・
２
％
の
増
ね
。

　
昨
年
度
に
行
っ
た
主
な
事
業
を
下
の

表
に
ま
と
め
て
い
る
か
ら
見
て
み
て
ね
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
事
業
が

あ
り
ま
す
ね
。
ま
ち
づ
く
り
に

は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
お
金
が
必
要
な

ん
で
す
ね
。

　
そ
う
ね
。
今
後
も
人
口
増
加

が
見
込
ま
れ
る
け
ど
、
児
童
増

対
策
や
高
齢
化
対
策
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

行
政
需
要
の
増
大
が
予
想
さ
れ
る
わ
。

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は

財
務
体
質
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
よ
。

歳
入
面
で
は
、
市
税
の
滞
納
対
策
や
遊

休
資
産
の
売
却
な
ど
の
増
収
策
を
講
じ

て
い
か
な
い
と
ね
。
歳
出
面
で
は
、
増

大
傾
向
に
あ
る
物
件
費
な
ど
の
経
常
経

費
を
で
き
る
だ
け
抑
制
す
る
な
ど
、
福

津
市
第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ

い
た
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
、
効

率
的
な
行
政
経
営
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
わ
。

　
限
ら
れ
た
お
金
、
大
切
に
使

っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
ん

で
す
ね
。
僕
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

 

●
民
生
費
　
高
齢
者
や
障
が
い
者
、

児
童
等
の
福
祉
な
ど
に
使
わ
れ
た

お
金

●
総
務
費
　
総
務
管
理
、
財
産
管

理
、
企
画
、
賦
課
徴
収
な
ど
に
使

わ
れ
た
お
金

●
衛
生
費
　
ご
み
・
し
尿
処
理
、
健

康
増
進
な
ど
に
使
わ
れ
た
お
金

●
教
育
費
　
公
立
学
校
や
幼
稚
園
、

図
書
館
な
ど
の
維
持
、
整
備
や
社

会
教
育
に
使
わ
れ
た
お
金

●
土
木
費
　
道
路
や
公
園
な
ど
の

維
持
・
整
備
に
使
わ
れ
た
お
金

●
扶
助
費
　
生
活
保
護
費
や
児
童

手
当
、
障
が
い
者
支
援
費
な
ど
に

使
わ
れ
た
お
金

●
人
件
費
　
職
員
の
給
与
や
手
当
、

議
員
や
各
種
委
員
の
報
酬
な
ど
に

使
わ
れ
た
お
金

●
物
件
費
　
備
品
購
入
や
消
耗
品

費
、
業
務
の
委
託
な
ど
に
使
わ
れ

た
お
金

●
積
立
金
　
基
金
（
市
の
貯
金
）
の

積
立
に
使
わ
れ
た
お
金

住
み
よ
い
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

平成27年度に行った主な事業

※健全化判断比率、資金不足比率を財政健全化を定めた
法律の規定で公表します。実質赤字比率、連結実質赤字
比率、資金不足比率は、赤字または不足が生じていない
ため「－」と表示しています。将来負担比率は、基金等の
額が将来負担額を上回るため、「ー」と表示しています。

各種指標 平成27年度 平成26年度
財政力指数
経常収支比率

資金不足比率

0.546
92.5

実質赤字
比率

健
全
化
判
断
比
率

連結実質
赤字比率
実質公債
費比率
将来負担
比率

－

－

－

－

－

－

－

0.533
92.4

5.4 5.7

16.7

①財政力指数
　財政が豊かであるかどうかをみる指標です。市税
などの標準的な収入で、合理的に行政を行った場
合の費用をどれだけまかなえるかを表し、過去３年
間の平均数値を使います。この数字が「1」に近いほ
ど財政力が強いとされます。
②経常収支比率
　どれだけ自由に使えるお金があるかをみる比率で
す。毎年決まって入ってくるお金（経常的収入）が給
与や市債の返済などの毎年決まって支払うお金（経
常的支出）にどれだけ使われているかの割合を示し
ています。
③実質赤字比率
　普通会計の赤字額から財政運営の深刻度をみる
比率です。
④連結実質赤字比率
　すべての会計の赤字額から財政運営の深刻度を
みる比率です。
⑤実質公債費比率
　借金の返済額などの大きさから資金繰りの危険
度をみる比率です。18％以上になると地方債の発
行に国、県の許可が必要になり、25％以上になると
一部の地方債の発行が制限されます。
⑥将来負担比率
　負債の残高から将来財政への圧迫度をみる比率
です。350％を超えると健全化計画の策定を行い、
財政の健全化を図らなければなりません。
⑦資金不足比率
　企業会計の資金不足割合から経営状況の深刻度
をみる比率です。　

▲福間南小学校の増築棟

▲JR博多駅での福津ぷらり市

▲6月に庁舎が統合されました


